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【The Black Note】第7話　紐解かれた思い出

■オープニング
セレスモノローグ「後の世に、闇の書・ブラックノートと呼ばれた書物がある。それは、12の精

霊核の伝説の裏に隠された歴史を書き記した漆黒の表紙の書物だった。決して歴史の表に晒
されることのなかった哀しくて、切なくて、心がおしつぶされてしまいそうなほどの真相。
でも、それは飾られた偽りではなく、紛れもない真実――」

■タイトルコール
デュレ「The Black Note 第7話　紐解かれた思い出」

■本編
//アルケミスタの高台で。
　　SE：草をかき分けるような音
　　SE：そよ風の吹くような……？

シリア「……やはりここにいたのか、アルタ」
アルタ「――よく、ここが判ったな……」
シリア「……ここは思い出の場所だろう？　お前と……バッシュの」
アルタ「お前もよくそんなことまで覚えている。――あの頃、シリアも若かったな、まだ、何でも

出来ると信じていた頃だ」
シリア「ああ、オレもそう信じていたかったよ」

　　SE：激しく草をかき分ける音。

バッシュ「はぁはぁ……、アルタ！」
アルタ「バッシュ？」
バッシュ「捜してた。ずっと、三百年。どこに行っていた？」
アルタ「何故、お前がここにいる？　お前はシメオンに……」
バッシュ「あたしはここにいる。そんなことより、アルタ。この三百年どこに行っていた。あたし

はずっと待ってた。すぐに帰ってきてくれると信じてたのに」
アルタ「そんな、バカなっ！」
バッシュ「バカな？　あたしが言いたいっ、お前はあたしを置いて、セレスを連れてどこに行って

いた？　三百年も何をやっていた。判るか？　あたしの淋しくて、やるせなくて、切なく
て、どうにもならない気持ちを……」

アルタ「――すまない」
バッシュ「すまない？　お前はそんな一言で終わりにするつもりなのか！　このあたしの気持ち

を」（アルタに遮られる
アルタ「終わりのつもりはないよ。ただ、今更、何を言っても変わらないさ……」
シリア「アルタ……。そう言わず、バッシュのところに帰れ」
アルタ「帰れるのなら、もうとっくに帰っていたさ。……なぁ、シリア。もう、手遅れなんだろ

う？　もう、元には戻らないんだろう？　だったら、最後くらい俺の好きにさせろよ」
シリア「しかし、少しはバッシュのことも……」
バッシュ「あ……あたしのところに帰ってきて……」
アルタ「帰れない――。俺は行くよ」
バッシュ「どうして！　どうして、あたしを置いていく！」

1:
2:
3:
4:
5:
6:
7:
8:
9:

10:
11:
12:
13:
14:
15:
16:
17:
18:
19:
20:
21:
22:
23:
24:
25:
26:
27:
28:
29:
30:
31:
32:
33:
34:
35:
36:
37:
38:
39:
40:
41:
42:
43:
44:
45:
46:

TBN07.rtf
11.01.13

- 2 / 14 -

アルタ「……バッシュ？」
バッシュ「今まで、好き勝手にやってきて、それでもまだ足りないのか。帰ってこい！　何も言わ

ない。今まで何してきたかなんて、聞かないから。あの時のようにみんなで暮らそう……」
アルタ「……上手くいったら、また、会える。失敗したら……それで終わり。ただ、それだけのこ

と……。それだけのことなのさ」

　　SE：去っていく足音。
　　SE：草むらを走るような音。

セレス「母さんっ！　父さんは？　父さんはどこ？」
バッシュ「セレス、どうしてここに！」
セレス「教会から母さんの後を追ってきたら……。けど、途中で見失って」
バッシュ「セレス――」
セレス「何？　かあ……。あ――バッシュ」
バッシュ「――母さん……か……」
セレス「ち、違うよ？　ただちょっと、口が滑っただけ……、うん、いや、バッシュが母さん

に……あまりに似てたから、つい……」
バッシュ「もう、隠さなくてもいいんだよ――。前から気づいていた。本当はずっと言わないつも

りだったんだけどなぁ……」
セレス「……母さん」

//瓦礫の教会で・緊張感全開で。
　　SE：何かがくすぶる音があればいいな。

デュレ「あなたの目的は一体、何なのですか。わたしには……理解できません……」
レイヴン「無理に理解する必要はないな……。理解するほどの内容もない」
レイア「こんな事をしておいて、まだ、そんなことを言うつもりなのですか？」
レイヴン「必要であれば、手段を選ばない。それが戦いだろう？」
デュレ「……これは戦い……？　そんなにまでして何かを得る意味なんてあるのですか？」
レイヴン「――小娘に教える道理はない。どうしても知りたければ最後まで生き残れ」
デュレ「そのつもりです、……ですが、あなたの目的はアルタとは違う……のですか？」
レイヴン「さあどうかな？（深呼吸）天空に住まう光の意志よ。我が右腕に宿り、全てを滅せよ」
レイア「デュレ！　下がって――」

　　SE：レイア、デュレを突き飛ばす

レイア「深遠なる闇の支配者・シルト。闇の使者、レイアの思いを聞き届け、光の魔力を還元し、
純粋なる汚れなき精神の営みに帰結させなさい」

レイヴン「ターゲット」
レイア「――我らを悪しき精霊使いより守護する結界を求める」

　　SE：剣の倒れる音
　　SE：レイア、飛びついて剣を手に取る音。
　　SE：剣を地面に突き刺す音

レイア「……守護結界っ。デュレ！　わたしのうしろに」
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レイヴン「光弾（こうだん）」

　　SE：破壊魔法の音。
　　SE：結界と魔法がぶつかる音。空気がびりびりと振動（風の吹くような）。

レイア「くうっ！」
レイヴン「……いつまで、そのままでいるつもりなのかな？」
レイア「……デュレっ！　攻撃を……！」
デュレ「はい！

　　SE：デュレ、深呼吸。

デュレ「深遠なる闇の支配者・シルト。我は闇の使い手、デュレ。闇は邪にあらず、追憶の彼方に
住まう孤独の思考。我が呼び声に応え、闇の真髄、内に秘めた燃えさかる漆黒の情熱を示
せ」

　　SE：炎が出現して、魔法で加速！

デュレ「ダークフレイム（一呼吸、置いて）フライングスペル・アクセラレーションっ」
レイヴン「シールドっ！」
デュレ「行けっ！」

　　SE：スピードアップの音？

レイヴン「何？」
デュレ「やった？」

　　SE：レイアがレイヴンに切りかかる！

レイア「たあぁああぁっ！」

　　SE：剣の交錯する音

レイヴン「おっと。今のはなかなか良かったぞ」
レイア「そうですか？」
レイヴン「剣ならば、互角と思ったのか？」
レイア「そのようなことは全くありません」

　　SE：剣と剣をあわせ二人は飛び退く。そして……。

レイア「デュレ、サポートをお願いします」
レイヴン「ほうっ！」
レイア「……楽しませたら、文句はないんですよね？」
レイヴン「まあ、文句はないが――。……フレイムショット！」

　　SE：フレイムショットの黒い玉がたくさん飛んでいく音。と吸い込む音。
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デュレ「フォワードスペル・ピンポイント」
レイア「今だ！」

　　SE：ギィイィイイン。

レイヴン「少し、油断したな」
レイア「ちっ！」

　　SE：剣と剣のぶつかる音。

レイア「我、水と雷の使い手・レイア……」

　　SE：そっと魔法の呪文が唱えられる雰囲気。そして、剣を投げつける！

レイア「デュレ、代わってください！」
デュレ「え……、えぇ？　わたし、剣はちょっと――」
レイア「判っています。黙ってもっていればいいのです。それは放さないでください。――これで

少しは後悔してくれると有り難いんですけどね――ターンアップ」

　　SE：キュイン、キュインと複数の音。小さな魔法陣の展開する音。

デュレ「凄い……。空中に魔法陣が……」
レイヴン「イリミネイトトラン……」
レイア「そうはいきません！　ウオーターストリームっ！　キャリーアウト！」

　　SE：魔法が発動するときに魔法陣が消える音。そして、水がダバダバ。
　　SE：サンダーストーム、びりびり。

レイヴン「……何のつもりだ？」
レイア「こう言うつもりですよ（クスリ）サンダーストーム、キャリーアウト」
レイヴン「うあぁあぁ……。――こ、小娘の分際で小癪なまねを」
レイア「そうですか？　取って置きのがまだ残っています。これはちょっと珍しいですよ。――深

紅の煌めきを宿す異彩の精霊・サラマンダー。我、レイアの名により召喚する」

　　SE：何かが出現する音。（ぽひゅん）
　　SE：よろよろ、とことこ

レイヴン「サラマンダーって、そのちっこいのがサラマンダーか？」
レイア「そうですよ。さあ、やっておしまいっ！」
サラマンダー「（ぎゃーとかうぉーとかケモノの雄叫び？

　　SE：炎がぼーっとでる。

レイヴン「シールド。……最後の最後で、あほらしいことをするな……」
レイア「どうせ、レイヴンには敵わないと思っていましたから、試しに……」
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レイヴン「ふっ。余裕だな。レイア。俺はお前のそう言うところが好きだ。さてと、ま、この程度
なら我らが後れを取ることもあるまい。そろそろ……」

レイア「逃げるのですか、レイヴン」
レイヴン「逃げはしないさ。……5月24日、――待ってるぜ」

　　SE：レイヴン、空間転移魔法。移動する音。

レイア「パーミネイトトランスファー……か。――はぁっ、もうダメかと思いました」
シェラ「レイアが弱音を吐くなんて珍しいですね」
レイア「天使が相手なのは久須那さん以来だし、手加減してくれない分、レイヴンは」
シェラ「手加減はしていましたよ。――あれを手加減というのだったら……ですが」
レイア「え……？」
シェラ「レイヴンが加減してくれていなければ、わたしたちは今ごろ、瓦礫の下だったはず……」
レイア「それが瓦礫の下になっていないと言うことは……」
デュレ「地下墓地大回廊で待つ……。アルタとレイヴンは一体、何を考えているのかしら……」

（独り言のように）
レイア「レイヴンは何かを企んでいるということですね」
デュレ「……。レイアさん。あの、地下墓地大回廊に、いえ、そのシメオンに……、あー、けど、

セレスたちは……どうしよう……」
レイア「どうかしたのですか？」
デュレ「いえ……、わたしたちはシメオンに戻った方がいいかと思っただけです。うまく言い表せ

ないんですけど、何故か、いつまでもアルケミスタにいてはいけないような気がして……」
シェラ「そうですね。一度、アルケミスタを離れた方がよさそうです」
デュレ「でも、セレスたちが……」
シェラ「……あなたはセレスにフォワードスペルの闇護符を渡していたはず。きっと、察して戻っ

てくると思いますよ」
デュレ「そこが少し心配なんですけど……。　――フォワードスペル！」

//氷の洞窟。
　　SE：水滴の音。と微かな足音。
マリス「わたしはどこに行けばよい？　――レイヴン、レイヴン」
レイヴン「わたしはここにいる」
マリス「そうか……」
レイヴン「シメオンの……地下墓地大回廊に……。5月24日……」
マリス「5月24日か……。いよいよ、あいつらと決着を着ける時が来た……」

//場所はサムの地下室で。
　　SE：空間転移魔法で移動して来た音。

デュレ「全員、無事ですね？」
レイア「シェラさん？　無事ですか？」
シェラ「……ええ、無事ですよ」

　　SE：魔法が発動して、どしんと言う音と。ホコリを払うような

セレス「ったあぁ！　もう、どうして、こう、デュレの魔法ってがさつなのかしら。サイテー」
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セレス「バッシュ？　リボンちゃん？　ちゃんといる？」
シリア・バッシュ「いるよ」
デュレ「……誰ががさつでサイテーなのかしら？」
セレス「げっ、もしかして、聞いてた？　って言うか、いたんだ？」
デュレ「い・ま・し・たっ！」
シリア「何をやってるんだ？　もう、遊んでる暇はないんだぞ。マリスの」
シェラ「マリスの氷の封印が解けたようですね」
シリア「流石はシェラだな」
シェラ「ええ……。天使の大きな魔力ですからね、封印が解ければ気が付きます」
デュレ「封印が解けたってどういうことですか？」（あせり
シリア「どういうことだと言われてもな。そのままの意味でそれ以上でもそれ以下でもないし」
セレス「あの～。とにかくここから出ようよ。あたし、暗くて狭いところ嫌いなんだってば」
デュレ「え？　ええ……」
シリア「そうだな。ここに長居するのは良くない」
バッシュ「じゃあ、あたしんちに行かないか？　サムを留守番に置いてきたから、心配なんだ。あ

いつ、放っておいたらうちにある保存食料、全部喰っちまいそうで……」

　　SE：複数人がぞろぞろと歩く。
　　SE：ドアが開いて。

サム「ようっ！　何だ？　てめぇら。やけに早かったじゃねぇか？　帰ってくるなんて思ってねぇ
から、飯なんか作ってねぇぞ」

セレス「うわっ！　いきなり、キミかい！」
サム「お～お、帰ってくるなり、ひでぇ言い草だこと。折角……」
ちゃっきー「やあっ！　チミたち。ご機嫌麗しゅう？　全くよぉ。どいつもこいつもおいらのこと

無視しやがって～。おいらの思いの丈を聞いて欲しいの～。喰らえ、必殺、マシンガントー
ク！」

サム「うるせぇ」
ちゃっきー「ひぅ～。たまにはおいらに出番をよこせ。喋らせろ、喋らせろ、喋らせろっ！」
バッシュ「黙れ」
ちゃっきー「むぎゅぅ。――」
バッシュ「そ、それより、食材は無事か？」
サム「おいおい、幾ら俺でもそこまでひどいことは……」
バッシュ「――してないようだな、安心したよ」
サム「少しは信用しろよ。てめぇはよ。もう、付き合い長いだろ？」
バッシュ「長い付き合いだから余計に信用できん」
サム「あっそ。ま、いいわ」
デュレ「ところで、リボンちゃん？　これまでの成り行きを考えると12の精霊核の伝説をおさら

いする必要があると思うんですが、どう思いますか？
シリア「もう、これ以上は知らない方がいいと思うけどな、オレは……」
デュレ「そうでしょうか？　中途半端に知っているだけでは上手くいくはずがありませんよ？」
セレス「え～、あたし、勉強って大嫌いなんだよねぇ」
デュレ「いいえ、隠していることを全部、包み隠さず正直に話してください」
シリア「どうしても知りたいか？」
デュレ「ええ。今後、マリスと対峙しなければならないことを考えると、避けられませんね。わた

したちがコテンパンにされてもいいのなら構いませんが……」
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　　SE：足をぱたと慣らす。

バッシュ「あたしも知りたい」
シリア「バッシュもか？」
バッシュ「ああ、長年お前につきあってるが、12の精霊核の伝説のことは一度も話したことはな

かったよな。だから、聞きたい」
サム「俺にも聞かせろよ。なぁ、いいだろ？」
シリア「――お前は久須那に聞いてるだろ？」
サム「いいや、特には聞いてないな」
シリア「……ウソつけ」
サム「ま、ともかくよ、聞きたいっていってるんだから、聞かせてやればいいだろ？」
デュレ「そーです。包み隠さず、話してください。リ・ボ・ンちゃん♪」
シリア「オレは……知らない方がいいと思うが……無知は時として罪。しかし、知っていることが

いいこととは限らない。無用の知識はお前の判断を鈍らせるような気がしてならない」
デュレ「そのようなことは絶対にありません」
シリア「それはどうかな？　聡明なお前なればこそ判断に窮するとオレは思うのさ。伝説の中身

――勧善懲悪だと思うか？」
デュレ「いいえ」
シリア「だろ？　お前は割り切れない思いをする。ま、セレスなんか、知っても知らなくても変わ

らないような気はするが？」
セレス「そりゃ、あたしがバカだって言いたいのかい？　ひっどいわぁ、こ～んな可愛いのに」
シリア「ユニークだとは思ってるが、バカだと思ったことはないぞ？」
バッシュ「……いつも思うが、その長い前置きは何とかならないのか？　リボンちゃん♪」

　　SE：バッシュキッチンから珈琲カップを持って登場。

シリア「リ？　リボンちゃん？　お前はそう呼ぶなっ！」
バッシュ「細かいことを言うな。ホラ。時間がないと言っても慌てるほどでもないだろ？　珈琲を

飲みながら、話をしろよ……」
シェラ「わたしもシリアから聞いてみたいですね、12の精霊核の伝説……。レイアもそうは思い

ませんか？　わたしたちの一族に伝えられたものと、生き証人の語る伝説の相異を比べてみ
るのも一興だと、わたしは思いますよ……」

レイア「同じではないと……？」
シリア「確かに同じではないかもしれないな……」
シェラ「ええ、あなたが見て聞いたものをわたしは知りたいのです」
シリア「シェラに言われたらな……。……判った。いつか真実を伝えねばならないのだろうとは

思っていた。……もっと、先のことだと思ってたし、ずっと考えないようにしてたから
なぁ。心の準備が……。――セレス。まずはお前の知ってる“伝説”を言ってみろ」

セレス「何で、あたしかなぁ。暗記ごとは苦手なのに」
シリア「うろ覚えでも何でもいいんだよ。知ってることを言え」
セレス「わ、判ったけど、ちょっと待ってね。え～え～。十二個の精霊核。協会がまだ黎明期に

あった頃。一つの事件があった。時の協会天使長が……。確かぁ。その時の協会は、異端・
精霊狩りをやってたのよね？　で、その天使長は精霊核をたくさん集めた。天使たちの住む
世界とあたしたちの住む世界との境界を破壊するたのに。その為には十二個の精霊核が必要
だったのよね？」
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シリア「何だ、よく知ってるじゃないか」
デュレ「けど、それだけじゃありませんよ。セレス？」
セレス「うん、判ってる。それを阻止したのが、久須那と申（しん）という退魔師とサムっていう

剣士」
サム「それでその先は？」
セレス「ともかく、その人たちで天使長を倒して、事なきを得たんでしょ？　そして、傷んだ精霊

核をシェイラル司祭とレルシア枢機卿が封印してどこかに運んだらしいんだけど……」
デュレ「わたしたちが知り得た“伝説”はここまでです。教科書に載っている分は超えているけど。

……たった、これだけを知るのに数か月かかりました。それなのに、精霊核のある場所も、
その境界のあるところも、何も判りません……」

シリア「想像以上に知ってるじゃないか？
デュレ「でも、これは表面的なことでさえ、欠けらに過ぎないんじゃないんですか？」
シリア「ふ。まあ、そうだろうな。だが、普通はそこまでは調べられないのさ。仮に知っているヤ

ツがいたとしても、喋らないよ。お前たちの知っていることは公式の伝説にはないからだ。
公式の伝説にないことを吹聴すると言うことは……」

デュレ「すなわち、異端。――知っていても、教えられないことの一つ――」
シリア「そうとも言えるな。だから、お前たちの知る“十二の精霊核”の伝説は全体の半分に過ぎな

い。つまりは……久須那が天使長になった辺りまでのことだな。残りの半分は闇に消えた
よ……」

シェラ「その通りですね。わたしたちにはもう少し知らされていますが……」
シリア「そりゃそうだ。封印の維持管理はオレたちの役目だったからな。が……。シェラはあのこ

とのほぼ全体を見渡すことをできるはずだ」
セレス「な、ちょっと、それはどういう意味？」
デュレ「あなたは少し黙って聞いてなさいっ」
シリア「シェラは察しているんだろう？　当時、シェイラルとオレ……久須那もそうなるんだろう

な。ま、いい。オレたちが“伝えなかったこと”を？」
シェラ「ええ……。でも、それをあなたの口から聞きたいのですよ。シリア」
シリア「ずるいな。シェラも……」
シェラ「手の内は最後まで明かさないものです……」
シリア「そうだな、正しい判断だ。いいか、心して聞けよ？　オレが12の精霊核について語るの

はこれが最初で最後だ。聞き逃しても、二度とは話さない。それから、誰にも喋るな」
セレス「うん。判ったよ」
デュレ「はい、判りました」（セレスとデュレのセリフはかぶせて）
シリア「……オレが久須那と初めて会ったのは千二百八十八年前ほど前。今でもよく覚えている。

雪が珍しいこのリテールで……雪が降りしきっていたよ。その頃、オレはホンのガキで自分
の力もまともに操れなかった……。ゼフィもよく呆れてたよなぁ……、ゼフィ……」

　　SE：涙のこぼれる音？

//場面・回想
　　SE：雪の降る音
　　SE：雪道を歩く音。

シリア「さ、寒いよ。ゼフィ……」
ゼフィ「寒いよと言われても、シリアがきちんと魔力をコントロールできないから、こんなコトに

なるんです。だから、毎日、口を酸っぱくして言ってるでしょう？　基本をおろそかにせず
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に……」
シリア「あ～もう、判ったよ。ゼフィ。これからはちゃんとするから、何とかして……くしょ

んっ！」
ゼフィ「……シリアの風邪が治まるまでは無理そうですよ？」
シリア「そんなぁ……。くしょんっ！　あ～鼻水……」
ゼフィ「氷の精霊王になる方が情けない」（ため息）
シリア「そんなことを言ってもしょうがないだろ。宿屋の親父が『犬は外で寝てくださいね』だと

か抜かすから。ゼフィだってそうだ。何が『あら、そうなの？　シリアちゃん、今日は外で
おねんねね』だ？　他の宿を探してくれてもいいのにっ！」

ゼフィ「あの村にはただ一件の宿よ？　それとも、シリアはわたしに野宿を――？」
シリア「そ、そんなこと言ってないもんっ！」

　　SE：ざくざく。足音。

久須那「しかし……。昨日、今日と随分、雪が降りますね？」
レルシア「……ぇえ」
久須那「レルシアさま？」
レルシア「え？　……はい？　何か言いましたか？　久須那？」
久須那「いえ、別に。こんなに雪が降るのは珍しいと……」
レルシア「ひょっとしたら、あそこを歩いてる不思議なカップルのせいかもしれませんよ？　子ど

ものオオカミと……精霊の女の人……でしょうか？」
久須那「そのようですね。ただ、子どものオオカミはフェンリルのようで、女の人はフラウ？」
レルシア「だとしたら、この降り止まない雪の原因はあの子かもしれませんね」
久須那「あの子？　あの子ってあの子？」
レルシア「ええ、今、大きなくしゃみをしましたよ。ちょっと、お話ししてきましょうか」

　　SE：雪道を歩く音

久須那「レ、レルシアさま。急ぎ足は危険です。もっと、ゆっくり……。――うわっ！」

　　SE：久須那、滑って、後ろにひっくり返る
　　SE：足音

シリア「……ねぇ、ゼフィ……。鼻……かみたい……。ど、したの？　ゼフィ？」
ゼフィ「全部使い果たしました。そのだらしのないお鼻さんのおかげでね？　はな垂れくん？」
シリア「は？　はな垂れくんって！　ゼフィでも言っていいことと悪いことが……はっくし。あ

～……」
ゼフィ「……情けないですね」
レルシア「――、どうぞ、これをお使いください……」

　　SE：紙、もしくはハンカチを差し出す音。

ゼフィ「え……。あ、ありがとうございます。シリア、お礼を……」

　　SE：鼻をこする
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シリア「ありがとう……ごじゃいまひゅ」
レルシア「どちらから、お越しに？」
ゼフィ「北リテールの山奥から、この子がどうしても中央に来たいというものだから」
シリア「違うよ。父上が行けって。オレは嫌だって言ったのに」

　　SE：シリアの頭をたたく、ペンペン。

ゼフィ「何事も修行です。そう言われてきたのでしょう？　お父様に？」
シリア「そうだけどさぁあ？　寒いし、雪降ってるし、人がたくさんいるところは落ち着かないか

ら嫌い」
ゼフィ「苦手を克服しなさい。とも言われませんでしたか？」
久須那「レ、レルシアさま。そ、そちらは……？」
ゼフィ「あら、わたしとしたことが……。わたしはゼフィ。こっちのはな垂れくんはシリアです」
シリア「だから、はな垂れくんって言うなよ。ゼフィ！」
ゼフィ「けど、ホントなんだから仕方がないでしょう？　はい、ち～んして？」
シリア「い、いいよ。格好悪い……」
レルシア「ふふ。可愛いですね♪　そう、わたしはリテール協会にて枢機卿をつとめさせて頂いて

いるレルシア。こちらは天使長・久須那……」
久須那「レルシアさま、天使長と呼ぶのはやめてください。どうも、落ち着かない」
ゼフィ「協会の方なのですか？」
レルシア「そうですよ。ですが、以前のような精霊狩りはもう行っていませんから、安心してくだ

さい」
ゼフィ「……そうですか……」
シリア「くしょっ！　……ゼフィ、鼻……」
久須那「あ……」

　 SE：ごしごし。

シリア「あ……ありがとっ」
久須那「どういたしまして。――レルシアさま、いつまでも立ち話も何です。近くに手頃な喫茶店

を知っていますから、そちらで……。――仕方ない、引っ張っていくか。レルシアさま、行
きますよ。ゼフィさんも」

シリア「ゼフィ？　喫茶店だって。ホラ、行こうよ……。……ねぇ、オレは入れるの？」
久須那「精霊を追い出すようなお店はシメオンにはないよ」
シリア「ホント？　ゼフィ、行こうよ」

　　SE：シリア、ゼフィを引っ張る

シリア「ねぇ、ゼフィったら……。くしゃんっ。……あ～、かっこ悪い」
久須那「シリアくんの風邪がこれ以上ひどくなってはたまりませんよ。レルシアさま？」
シリア「くしょんっ」
レルシア「……そうですね。史上空前の大雪になったら、困りますし。久須那、案内してくださ

い」

//喫茶店に入店。
　　SE：呼び鈴がかららんらん
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　　SE：足音。

女主人「いらっしゃいませ。あら、久須那さん、ここのところ、まい……」
久須那「あ、しぃ～」
レルシア「毎……日？」
久須那「そうだな。（ごまかそうとして）紅茶と……シリアくんはミルクか……？」
シリア「雪が積もらなきゃ、何でもいいよ」
久須那「じゃあ、それで頼んだよ」
女主人「はい、かしこまりました」

　　SE：ゼフィのアミュレット、キラリ。

久須那「そのペンダントは……アミュレット……ですか？」
ゼフィ「――あら、魔法アイテムに詳しいのですね？」
久須那「その六芒星の真ん中に収められているのは白い精霊核――。あなたの？」
ゼフィ「ええ。そうです……」
久須那「誰が……？　アミュレットを作れる職人は限られているし。それに精霊核の欠けらをはめ

込むスキルを持つ魔術師も、また希少と呼べる数しかいない……」
ゼフィ「このアミュレット……。テレネンセスの司祭、シェイラルさんが作ったものなので

す……。けど、テレネンセスは壊滅したと聞き及んで……」
レルシア「そのシェイラルさんって、わたしのお父さん……。しかも、生きてるし……」
ゼフィ「――え？　けど、狼（オオカミ）王さまが……」
シリア「ゼフィの早とちりなんじゃないの？」
ゼフィ「何ですって？」
シリア「だってさぁ？　中央リテールの様子とそのおっさんに会って来いとは言ったけど。死んだ

とか、いなくなったとかは言ってなかったよ？」
レルシア「ゼフィとシリアはお父さん、いえ、シェイラルに会いに来たのですか？」

　　SE：足音とカップかちゃかちゃ。
　　・女主人と久須那のセリフはレルシア、ゼフィの会話の裏でのやり取り。

女主人「どうぞ」
久須那「ありがとう」
ゼフィ「……正確にはちょっと違います。シリア、全部、話してもいいのですか？　決めるのはあ

なたですよ？」
シリア「いいんじゃないの？　レルシアも久須那も信用できそうだし？」
ゼフィ「……もっとやる気を出しなさいっ！」

　　SE：しっぽを踏む。

シリア「ぎゃんっ！　何するんだよ。ゼフィ！　うう……、尻尾が足跡型に変形しちゃった。く
しょんっ」

ゼフィ「全く、困ったちゃんなんだから。いずれは狼（オオカミ）王さまの後を継ぐのですよ？」
シリア「あ～う～、かっこ悪いよぉ～。もお、話してもいいよ。だから、鼻水止めて……」
ゼフィ「シリアがそう言うのでお話ししますね♪　……とりあえず、精霊狩りに関する一連のゴタ

ゴタには決着がついたようですよね？」
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レルシア「完璧とは言い難いですが、しばらくは平穏に過ぎるかと思いますよ？」
ゼフィ「そうだといいですね。――わたしたちが気にかけているのはこれからの協会の動向と」
レルシア「と？」
ゼフィ「狼（オオカミ）王さまは気付かれておいでです。新たな野望の芽が芽生え始めています。

狼王さまのお話だと、リテール全体を巻き込んだ大事（おおごと）になりそうとのこと」
レルシア「そうですか……？」

　　SE：お茶飲む。

レルシア「……わたしたちに安寧の時は来ないのかしらね……？　久須那？」
久須那「はぁ……。それは狼王さまの予言……なのか？」
ゼフィ「違いますよ。狼王さまは“予兆”を感じられるのです……。予言と言うほど何もかも、判っ

ている訳ではないくて……。ええ、本人がそう言ってますから、間違いないですよ」
シリア「……何だか、父上をバカにされてる気分」
ゼフィ「尊敬してます」
シリア「説得力ないよね。ゼフィ。は……、くしゃんっ！　は～う～」
ゼフィ「……はぁ、まずはシリアの風邪を何とかしないと雪も降り止まず、さらに激しくなるばか

り」
シリア「ねぇ、今晩はどこに泊まるの？　ゼフィ。それを決めてから、盛り上がってくれない？」
レルシア「今日はどうですか？　わたしのうちに……」
ゼフィ「しかし、ご迷惑では……？」
レルシア「構いませんよ。むしろ、是非とも使って欲しいですよ」
シリア「ねぇ、ゼフィ？　使わせてもらおうよ。また、この前みたいなこと言われたヤダし。ね？　

でないと、……くしょんっ！　あ～。この街が雪の底になっても知らない……」

　　SE：シリアの鼻を拭く

ゼフィ「風邪がひどくなったら、本当にそうなってしまいそうですね……。お言葉に甘えて、二、
三日、お世話に……」

レルシア「シメオンに滞在中、ずっといらしても構いませんよ」

//現在に戻る

シリア「――のどが渇いた……。バッシュ、水をもらえるか」
バッシュ「ああ、いいぞ。ちょっと待ってろ」

　　SE：歩く音。

デュレ「……つまり。わたしがシェラさんからいただいたアミュレットは……？」
シリア「つまりも何も、その通りさ。その昔、それはゼフィの持ち物だった」
バッシュ「ホラ、水だ。飲め」
シリア「ありがとう……。って、お前は皿に入れてくるのかっ！」
バッシュ「コップじゃ飲めないだろ、その口じゃ。今さら、何を言うか」
シリア「もう少し、ましな入れ物があると思うんだけどな……」
セレス「あのさぁ。そのデュレのもらったアミュレット以外には今のお話と12の精霊核の伝説と

の間にどんなつながりがあるんだか、あたし、さっぱり判らないんだけど？」
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シリア「まだ、前置きだよ。取り敢えず、そのアミュレットは完全に無関係と言う訳ではない」
デュレ「無関係ではありませんか……」
シェラ「……この家には協会の紋章がありますね……」
デュレ「ちょっと待ってください！　それって、つまり……」
シリア「……多分、デュレの想像したとおりだと思うぞ。言ってみろ」
デュレ「まさか、ここはレルシアさまの家……？」
シリア「そうだよ。と言ってもレルシアは大聖堂にほとんど入り浸りだったけどな。だから、オレ

たちにシメオン滞在中は好き使ってもいいと言っていた」
デュレ「あの、いいですか？　そうしたら、シェラさんは、ううん。シェイラル一族はどこに住ん

でいたのですか？」
シリア「ふふ、シェイラル一族って一口に言うけどな。たくさん居たんだぜ。今でこそ、シェラし

かいないけどな……。まあ、その時はレルシアとシェイラルのおっさん、二人だけだった
が、増えた。短い間だったけどな。楽しい時を過ごしたよ……」

シェラ「楽しい時代でしたか……」
シリア「ああ……」
セレス「じゃあ、今はリボンちゃんの家？　あれ、だって、バッシュはリボンちゃんが居ついたん

だって」
バッシュ「ウソはついてないよ。なぁ、シリア？」
シリア「もちろんだ」
シリア・バッシュ「（大笑い）」
バッシュ「あたしとシリアの出会ったのはここじゃない。ここに来る前はちょいと野暮用で一年く

らい王都・アイネスタにいてね。そっちで会ったんだ。それからシリアがあたしのうちに居
ついて、ま、何て言うか、いい空き家を知ってるって言うから引っ越してきたんだ。前は
もっと街の北にいたんだ」

セレス「つまり。何？　バッシュはリボンちゃんの彼女かなんかな訳？」
バッシュ「何、焼き餅焼いてるんだ？　お前？」
セレス「だ、だって、あたしのリボンちゃん……」（もごもご。）
バッシュ「そんなに心配することないだろ？」
シリア「前も言ったような気がするがな？　オレはお前らの持ち物じゃない。その点を忘れるな。

そして、デュレ。話の腰を折らないでくれ。いや、止めるのは構わない、だが、セレスに口
を挟ませる隙を与えるな。あいつ、うるさいっ！」

セレス「な、何だって、あたしばっかり、やり玉に挙げるのよ？　バッシュだって、デュ……」
デュレ「こっちを見ない」

　　SE：デュレ、不機嫌そうにテーブルをコツコツ。

セレス「あ、あははぁ～。はい、黙ってます……。その代わり、寝ても怒らないでね？」
デュレ「寝たら怒るに決まってますっ！」

　　SE：ごちん。

セレス「いったぁ～い。いちいち、ぶたないでよぉ！」
デュレ「セレスみたいのには身体で判らせないとダメなんです」
セレス「へ～へ。もう、いいわ。大人しくしてるから続けて
シリア「そうか？　……全く、お前らといたら、退屈しないよ。……ゼフィもいたら」
バッシュ「そう言う話はやめにしよう？」
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　　SE：壁に寄り掛かっていたバッシュ、歩く。

バッシュ「そう言うことはあとであたしがゆっくり聞いてあげるよ……」
シリア「そうだな。続きに戻ろうか。オレたちはレルシアの好意に甘えて、滞在中は世話になるこ

とにしたよ。ふふ、懐かしいな。懐かしいよ……マリスやレイヴンとそう、迷夢もいたよ。
珍しいものが来てるんだって？　と言って、好奇心いっぱいの子どもみたいだった」

バッシュ「そう言うお前は子どもだったんだろ？」

　　SE：シリアの背中をナデナデ。

シリア「ああ、あの頃はオレもホンのガキだったよ」
セレス「リボンちゃんにもきちんと子ども時代があったんだね？」
シリア「あのなぁ、いきなり大人の姿で生まれてくるやつなんかいるか？」
セレス「うふ～ん♪　リボンちゃんならあり得るかなって。だって、妙に自信たっぷりで堂々とし

てるから。生まれた時からそんな感じで、枕みたいだったんだろうなぁって」
シリア「枕？　どういう意味だそれは？」
セレス「あはっ♪　そっか、キミはまだ知らないんだものね？」
シリア「あとで枕にでも何でもなってやるよ。だから、今は……聞け……」
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